
平成28年度後期YES講座
市場メカニズムを用いた温暖化対策を考える！

～J-VER、PPP、ESCO事業を用いて

第1回目「カーボン・オフセットを用いた地域環境政策について」
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日時：平成28年11月4日（金）10：30～12：00
場所：さくらWORKS
担当者：大島 誠（横浜市立大学国際都市学系

地域政策コース）



＜本日の予定＞

1．自己紹介
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2．カーボン・オフセットとは？（75分）

3．質疑応答（15分）

2.1.国際および日本における動向
2.2.カーボン・オフセットとは
2.3.カーボン・オフセットの活用事例
2.4.横浜市内における取り組み状況
2.5.今後の可能性



■目的

①身近にできる温暖化対策の１つである「カーボン・

オフセット」を学習する。

②日本および横浜市におけるその導入状況を把握

する。

③今後、市ならびに社会全体に普及させるには、ど

うすれば良いのかを考える。

本講座の目的



2．1．国際および日本における動向①



2．1．国際および日本における動向②



2．1．国際および日本における動向③
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2．1．国際および日本における動向④



8

2．2．カーボン・オフセットとは①



どうしても減らせない排出量を放っておきますか？
それとも一歩進んだ地球温暖化対策を行いますか？

テレビのつけっぱなし
をなくそう!!

電気はこまめに
に切ろう!!

水を大切に
使おう!!

紙の無駄使いは
やめよう!!

エコバックを
活用しよう!!

2．2．カーボン・オフセットとは②



消費者 環境配慮先進企業

経営コンサルタント
（プロバイダ）

森林所有者
・管理者

所定の手続き・審査を
通じてCO2吸収量、
削減量の認証受け、
証書化する。

所定の手続き・
審査をサポート
・代行する。

測量会社・
シンクタンク

クレジット創出者とク
レジット利用者のマッ
チングを行う仲買的
な役割を果たす。

測量会社・シンクタン
クの役割を果たす場
合もある。

認証機関

2．2．カーボン・オフセットとは③



排出権取引
国際間や国の法制度等の規制下で義務の遂行のために排出権を調達、

埋め合わせすることや金融資産として売買する行為。

カーボン・オフセット
自社・自分が自発的に埋め合わせをしたい対象の活動を特定し、その

温室効果ガスの排出量を算定し、算出された排出量と同量分の排出枠
を購入し、それを他者に転売できないよう無効化すること。無効化に
よって権利を使い切ることで、はじめて自社・自分の排出した量の温
室効果ガスの削減に貢献したと言うことができる。

売買

埋め合わせ
の対象を

明確にして購入

無
効
化

東京都・埼玉県
京都府・京都市

では関連条例改正
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2．2．カーボン・オフセットとは④
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効率経営

環境分
野への
ビジネ
ス

法制度、
社会的
要請

CSR

温暖化の理解

低炭素型社会

地域経済活性化 資金
調達

広告費削減

チャレンジ２５京都議定書

2．2．カーボン・オフセットとは⑤



１．地球温暖化対策への貢献の機会を提供す
ることにより、市民、企業等による主体的な
温室効果ガス排出削減活動、吸収源整備活動
の実施を促進

2．温室効果ガスがコストであると言うこと
を経済社会に組み込み、『見える化→自分ご
と化→削減努力→埋め合わせ』という流れを
作り出すことでライフスタイルや事業活動が
低炭素型にシフトする契機

３．農山村、中小企業における温室効果ガス
の削減・吸収、持続可能な開発を実現するプ
ロジェクトの資金調達への貢献
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2．2．カーボン・オフセットとは⑥



市場流通型

商品使用・
サービス利用

会議・イベント開催

自己活動

市場を通じて第三者に

流通するクレジットを活用
したカーボン・オフセット

特定者間完結型 市場を通さず特定者間のみで実施されるカーボン・オフセット

商品を製造・使用・廃棄したり、サービ
スを利用したりする際に排出される温
室効果ガス排出量をオフセットする

国際会議やコンサート、スポーツ大会
等の開催に伴って排出される温室
効果ガス排出量をオフセットする

自らの活動に伴って排出される温室
効果ガス排出量をオフセットする

CO2吸収量
＝第三者認定
＝新しいお金

CO2吸収量
＝特定者間納得
＝ブツ・ブツ交換整理券
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2．2．カーボン・オフセットとは⑦



特定者間
完結型

クレジット流通
はできない

京都
クレジット

オフセット・
クレジット

国内
クレジット

グリーン電力証書
グリーン熱証書

とくしま協働
の森づくり事業
CO2吸収認定書

国連 環境省 経済産業省
資源

エネルギー庁
徳島県

プロジェクトを通じ
生成される

排出削減量・吸収量

プロジェクトを通じ
生成される

排出削減量・吸収量

中小企業等による一
定の排出削減事業に

伴う排出削減量

グリーン電力生成時
の環境価値を証書化

寄付金を活用した
間伐・植林など
による森林整備
に伴う吸収量

気候変動
に関する
国際連合
枠組条約

（ＵＮＦＣＣＣ）
事務局

オフセット・
クレジット

認証運営委員会
（運営：気候変動対
策認証センター）

国内クレジット
認証委員会

（運営：同上）

グリーン
エネルギー

認証センター
（運営：同上）

ＣＯ2吸収量認定
委員会の審査

を経る
（運営：徳島県
県林業振興課）

3.,370円 9,733 円 1,470円 3,200円 流通しない

○ ○ ○ ○

寄付者：○
条例に基づく
特定事業者は

削減量に適用可

CSR利用
他クレジット

と併用

CSR利用
他クレジット

と併用

自主行動
計画の相殺
に利用＋
CSR利用

CSR利用
他クレジット

と併用

ＣＳＲ利用
条例に基づく

特定事業者による
削減量としての

利用も可

市場流通型

クレジット流通が可能

行政関係機関

CO2削減自主行動計画
でのCO2削減量適用

購入者の利用方針
（傾向）

概要

買取価格（参考値：/CO2・ｔ 換算）

認証・認定機関

CO2排出枠の
類型・種類

特　　徴

注） 市場価格：オフセット・クレジットについては『オフセット・クレジット市場動向 2011年2月』
（カーボン・オフセットフォーラム）気配値の中間値、他の排出権については 『排出権価格の見通しアンケートについて』（日本
政策金融公庫国際協力銀行 2010年10月）気配値の平均 値
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2．2．カーボン・オフセットとは⑧



Ｊ－クレジット制度とは？

国が認証するＪ－クレジット制度とは、省エネルギー機器の導入や森林経営などの取組による、CO2などの温室効果ガスの排出削減量や吸収量を「クレジット」と
して国が認証する制度です。 本制度は、国内クレジット制度とオフセット・クレジット（Ｊ－ＶＥＲ）制度が発展的に統合した制度で、国により運営されています。

本制度により創出されたクレジットは、低炭素社会実行計画の目標達成やカーボン・オフセットなど、様々な用途に活用できます。

出所：J－クレジットホームページ（https://japancredit.go.jp/2016年10月13日閲覧）

2．2．カーボン・オフセットとは⑨
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2．3．カーボン・オフセットの活用事例①
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震災復興におけるJーVERの活用事例

福島ミドリ安全株式会社の取組み 仮設住宅を建築する建設業者にJ-VERを寄附

福島ミドリ安全株式会社は、震災被災者用の仮設住宅を建築する建設会社に30ｔ－CO2のJ-VERを寄附。
J-VER調達にあたっては、企業の森協定を締結している高知県と、福島県喜多方市のプロジャクトから発行
された森林J-VERを活用。
建設会社はクレジット付きの木造仮設住宅を建設。建設中に出た端材で県産酒のギフトボックスを作り、

県外イベントでのPRに活用するなど、環境負荷の低減と経済活動の両立を目指す。

2．3．カーボン・オフセットの活用事例②
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２０１０年 ＡＰＥＣ横浜開催の会議場と周辺ホテルの電力・ガ
ス・地域熱供給・水道使用

２０１０年 俣野公園完成記念式典

２０１０年 第５３回 八都県市首脳会議及び第３回首都圏連携
フォーラム

２０１０年 ポート・タウン・フェスティバル ～開港５都市出航前夜
祭～

２０１０年 日産スタジアム、フリーマーケット

２０１１年 「環境絵日記」

２０１１年 戸塚区「流しそうめん」＊はまっ子どうし The  Water
など多数。

2014年3月 ＩＰＣＣ（気候変動に関する政府間パネル） 横浜開催

2．4．横浜市内における取り組み状況①
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2．4．横浜市内における取り組み状況②
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JーVERを活用したカーボン・オフセットの事例（3）
［地方公共団体同士の連携］

横浜市・横浜FC、小国町の取組 イベントを活用したカーボン・オフセットの連携
横浜FCと熊本県小国町は、横浜市を介してカーボン・オフセットの連携事業を実施する。横浜FCはホーム

ゲームのうち、九州がホームである12の4チームとの試合を、小国町は熊本で行われる横浜FCとロアッソ熊
本との1試合及び横浜FCの選手の九州への移動に伴って排出されるCO2を、小国町の森林整備プロジェク
トで発行されたJ-VERを利用してカーボン・オフセットする。地方公共団体同士が、低炭素都市推進協議会
でのつながりを活用してカーボン・オフセットを連携して行う例。

2．4．横浜市内における取り組み状況③
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横浜市資源リサイクル事業協同組合
小学生による環境絵日記のカーボンオフセット

■横浜市内の小学生を対象に環境対策活動を普及するため、一枚の絵日記と引き換
えに1KG－CO2をオフセットする取組みを実施し、18,690枚の環境絵日記が応募さ
れ合計19ｔのカーボン・オフセットとなりました。

算定対象範囲 応募者の家庭におけるテレビ・冷蔵
庫より発生するCO2

実施期間 2011年6月～9月

削減努力 前応募作品のデータ化を行い、web
から必要な作品のみ印刷することを
可能とし、無駄な印刷・紙の消費を
抑えた。

クレジットの種
類及びプロ
ジェクト名称

J‐VER
釜石智府森林組合による集約化施
業（森林整備活動）を用いた温室効
果ガス吸収事業

無効化日 2011年11月21日

2．4．横浜市内における取り組み状況④
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横浜セントラルタウンフェスティバル実行委員会
横浜開港記念イベント開催のカーボンオフセット

■横浜開港記念イベントの開催に伴うCOをカーボンオフセットを実施致しました。

算定対象範囲 イベントの開催によって発生する
CO2

実施期間 2010年7月

削減努力 フリーマーケット等のイベントを実施
し、リユースによりゴミを削減。

オフセット量 1ｔ－CO2

クレジットの種
類及びプロ
ジェクト名称

J‐VER
長野県 木質ペレットストーブの使
用によるJ‐VERプロジェクト

無効化日 2010年11月9日

2．4．横浜市内における取り組み状況⑤
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横浜市 2010年日本APEC横浜開催における会議場と周辺ホテルでの
電力・ガス・地域熱供給・水道使用のカーボン・オフセット

■2010年日本APEC横浜開催期間中の会議場周辺のホテルでの電力・ガス・地域熱
供給・水道の使用に伴うCO2排出量（616ｔ-CO2）を、フィリピンにおける風力発電プ
ロジェクトにより発行された京都メカニズムクレジット（CER）を用いてカーボン・オフセッ
トした取組です。

算定対象範囲 上記に伴うCO2排出量

実施期間 2010年11月7日～14日

削減努力 開催期間中の電力等

オフセット量 777ｔ－CO2

クレジットの種
類及びプロ
ジェクト名称

CER
North Wind Banguijプロジェクト
フィリピンにおける風力発電

無効化日 2011年2月22日（はまっ子どうし分）、
同年1月27日（環境絵日記分）

2．4．横浜市内における取り組み状況⑥
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横浜市戸塚区 北海道下川町と戸塚区川上地区の友好協定締結イベ
ント「流しそうめん」のカーボン・オフセット

■北海道下川町と戸塚区川上地区の友好協定締結イベントにて使用する機材の搬
入・撤去に伴う運搬車の使用やガス使用を、北海道上川郡下川町の森林バイオマス
吸収プロジェクトによって得られたオフセット・クレジットJ-VERを用いてオフセットした。

算定対象範囲 そうめんを茹でる際のガス消費に
よって発生するCO2

実施期間 2011年8月6日

削減努力 車両使用の抑制や流しそうめんに
使用した水を校庭への打ち水に使
用することで、発生するCO2を削減。

オフセット量 1ｔ－CO2

クレジットの種
類及びプロ
ジェクト名称

J‐VER
北海道4町連携による間伐促進型
森林づくり事業
～森林バイオマス吸収量活用～

無効化日 2011年8月18日

2．4．横浜市内における取り組み状況⑦
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効果
・意
義

①温暖化対策の普及啓発および実践方法の提供そして低炭素型社会へ
の促進
②雇用促進、地域経済の活性化および持続可能な地域社会の実現
③京都議定書ならびに政府の環境政策と整合的、一体化
④林業関係者への資金還流、新たな収益源および環境保全、コベネ
フィット
⑤持続可能な開発を実現するプロジェクトの資金調達
⑥企業ブランド価値の向上、CSR、効率経営、環境市場へのビジネス
参入、広告

問題
点

①J-VER制度、目的、意義、使用方法などが社会的にあまり認知され
ていない
②売買市場の未整備とプロバイダー不在、地域間連携の関係
③個人、事業者の自発的な行為に依存するため継続性が不確定
④クレジット取得のための多額の先行投資、クレジット販売の困難
⑤クレジット購入者にとって追加コスト
⑥CO2削減のインセンティブ低下、罰則規定
⑦クレジット申請の煩雑さ、相談者の不在
⑧温暖化防止回避の免罪符

表2 カーボン・オフセットの主な効果・意義と問題点
出所）大島誠「カーボン・オフセットを用いた地域環境政策について―徳島県を事例に」（2013）『都市問題』、第104巻第12号、pp.101.引用.

2．5．今後の可能性①
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種類 取り組み事例 概要
地産地消
型

長野県と信濃毎
日新聞株式会社
の取り組み

地域のスポーツイベント（長野県縦断駅伝競走）から
生じる排出量（算定排出量：18.109t-CO2）を地域の
J-VERである長野県木質ペレットストーブの使用によ
るJ-VERを利用（総オフセット量：20t-CO2）。

地域イン
フラ型

当別町と全日本
空 輸 株 式 会 社
（ANA）の取り
組み

当別町では官民共同運行のコミュニティバスの燃料を
カーボン・オフセットし、クレジット化したJ-VERを
収益化し経営を安定化した。また、当該J-VERは環境
町づくりパートナーズ協定を結ぶANAが全額購入しそ
の一部を活用。

地域連携
での低炭
素化型

横 浜 市 ・ 横 浜
FC、小国町の
取り組み

横浜FCと小国町は小国町と低炭素都市推進協議会での
つながりのある横浜市を仲介してサッカー試合の実施
に伴い排出されるCO2を小国町の森林整備プロジェク
トで発行されたJ-VERを利用してカーボン・オフセッ
ト。

復興イベ
ントと復
興支援の
両立型

一般社団法人エ
コ食品研究会の
取り組み

被災地において食の支援と被災者達とのコミュニケー
ションを通じその関係性と自立支援の両立を図る炊き
出しグランプリから排出されるCO2を被災地である岩
手県釜石地方組合のJ-VERを活用しカーボン・オフ
セット。

表1 カーボン・オフセットの多様性と事例
出所）環境省（2012a）pp.35、pp.36、pp.39、pp.41を基に筆者作成
環境省『地球温暖化対策に係る政府の動きとカーボン・オフセットについて』（2012a）

2．5．今後の可能性②



・制度が多岐に及んでいる！

・市場流通型×特定者間完結型/国内クレジット制度×J-
VERクレジット制度×都道府県版制度×グリーン電力証書システム（環
境省×経産省×都道府県×広域連合？）

・評価対象プロジェクトが多岐に及んでいる！！

・カーボン・クレジットサプライチェーン

・多分野の関係者がさまざまな形で関与！！

【課題】
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＊現行制度（Ｊ－ＶＥＲ、国内クレジット）は2013年3
月31日で認定終了。同年4月1日よりＪ－クレジット
に統合。一定期間経過後、現行制度は終了。

2．5．今後の可能性③



【参考資料】
横浜市（www.city.yokohama.lg.jp/front/welcome.
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